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罫 職員の給与の状況

(2)職員給与費の状況（普通会計決算）

一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

給 与 費職員数
Ａ

区分
計 Ｂ期末・勤勉手当職員手当給 料

6,048千円441,501千円114,070千円40,423千円287,008千円73人18年度

(1)人件費の状況（普通会計決算）

（参考）
17年度の人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ

人件費
Ｂ

実質収支
歳出額
Ａ

住民基本台帳
ﾈｯﾄﾜーｸ人口
（18年度末）

区 分

14.25%14.98%541,833千円64,334千円3,618,144千円4,226人18年度

和寒町人事行政の運営等の状況を公表しま和寒町人事行政の運営等の状況を公表しますす

（1）職員の採用及び退職の状況

（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

平成18年度末
職員数

平成18年度
採用者数

平成17年度
退職者数

平成17年度
職員数

区 分

11636119一 般 職

7007技能労務職

12336126合 計

（2）職員の採用及び退職の状況（各年４月１日現在）

主な増減理由
対前年
増減数

職 員 数区分
部門 平成18年平成17年

22議 会

一
般
行
政
部
門

1515総 務

欠員補充143税 務

兼務発令により減△11112農林水産

22商 工

66土 木

04040小 計

1111民 生福
祉
関
係

人事異動のため減△189衛 生

△11920小 計

△15960一般行政部門計

兼務発令により減△11213教 育

△11213小 計

2424病 院公
営
企
業
会
計

11水 道

11下 水 道

退職不補充△12627そ の 他

△15253小 計

△3123126合 計

(3)定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

①定員適正化目標（数・率）

数値目標
計画期間

終 期始 期

13名削減平成22年4月1日平成17年4月1日

②平成22年４月１日現在における定員の数値目標

126名（平成17年４月１日）から13名削減し113名とします

（注）１ 職員手当には退職手当を含ま
ない。

２ 給与費は当初予算に計上され
た額である。

（注）１ 「平均給料月額」とは、平成19年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものである。

このうち、上段はこれら全ての諸手当込みのものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。また、下段は国
家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計
算したものである。

３ 国及び類似団体は平成18年４月１日現在

(2)職員の初任給の状況（平成19年４月１日現在）

国和寒町
区 分

初任給２年後の給料初任給

170,200円182,200円170,200円大学卒
一般行政職

138,400円146,700円138,400円高校卒

繋 職員の任命及び職員数に関する状況

(3)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成19年４月１日現在）

経験年数20年
以上25年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数10年
以上15年未満

区 分

371,300円346,800円－ 円大学卒
一般行政職

356,000円281,400円241,600円高校卒

－ 円201,300円－ 円高校卒
技能労務職

－ 円－ 円－ 円中学卒

和和寒寒町町人人事事行行政政のの運運営営等等のの状状況況をを公公表表ししまますす
地方公務員法第58条の２の規定に基づき、和寒町で平成18年3月に「和寒町人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例」を制定しました。
人事行政の運営等の状況の公表は、この条例に基づき、職員の給与や職員数、勤務条件等を町民の皆さんに公表すること

により、人事行政運営の公正性と透明性を高めることを目的としています。

■一般行政職

平均給与月額平均給料月額平均年齢区 分

365,372円
325,300円41.9歳和寒町

353,865円

381,212円328,477円40.4歳国

357,950円
320,771円42.3歳

類 似
団 体 353,009円

(1)職員の平均年齢、平均給与月額及び平均給与月額の状況（平成19年４月１日）

■技能労務職

平均給与月額平均給料月額平均年齢区 分

350,503円
327,400円53.7歳和寒町

344,416円

318,595円286,500円48.4歳国

307,211円
283,905円48.4歳

類 似
団 体 303,910円

茎 職員の平均給与月額、初任給等の状況
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（平成19年４月１日現在）

勤務時間の割り振り１週間の
勤務時間 週休日休息時間休憩時間終 業始 業

土曜・日曜廃止12時15分～13時17時15分8時30分40時間

計 特別職の報酬等の状況

(1)一般行政職の級別職員数の状況（平成19年４月１日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区 分

15.0%9人定型的な業務を行う職務１級

6.7%4人
相当高度の知識又は経験を必要とする業務を
行う職務

２級

23.3%14人
特に高度の知識又は経験を必要とする業務を
行う職務、係長等の職務

３級

28.4%17人
困難な業務を処理する係長等の職務、課長補
佐等の職務

４級

18.3%11人
困難な業務を処理する課長補佐等の職務、課
長等の職務

５級

8.3%5人困難な業務を処理する課長等の職務６級

(1)期末手当・勤勉手当

国和寒町

（18年度支給割合）（18年度支給割合）

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

1.45月分3.0月分1.45月分3.0月分

（加算措置の状況）
役職加算5～20％
管理職加算10～25％
職制上の段階、職務の級等による
加算措置

（加算措置の状況）
役職加算 5～15％
職制上の段階、職務の級等による
加算措置

(2)退職手当（平成19年４月１日現在）

国和寒町

（支給率）自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額

59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置

（2～20％加算）

（支給率）自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額

59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
（退職時特別昇給 無し ）

（注）１ 和寒町の給与規則に基づく給料表の級区分による職員数である。
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務で

ある。

(3)時間外勤務手当

8,442千円支給実績（18年度決算）

216千円支給職員１人当たり平均支給年額（18年度決算）

11,089千円支給実績（17年度決算）

270千円支給職員１人当たり平均支給年額（17年度決算）

（平成19年４月１日現在）

給料月額等区 分

（参考）類似団体における最高／最低額

給
料 798,000円／340,000円748,000円町 長

663,000円／346,000円594,000円副 町 長

307,000円／149,000円246,000円議 長

報
酬 251,000円／115,000円195,000円副 議 長

236,000円／ 97,000円170,000円議 員

（18年度支給割合）
4.45月分

町 長

期
末
手
当

副 町 長

（18年度支給割合）
4.45月分

議 長

副 議 長

議 員

（算定方式） （支給時期）退
職
手
当

748,000円×5.314×在職年数 任期満了後町 長

594,000円×3.356×在職年数 任期満了後副 町 長

(4)その他の手当（平成19年４月１日現在）

支給実績
１人当た
り平均支
給年額

（18年度決算）

支給実績
18年度決算

国の制度と
異なる内容

国
の
と
異
同

内容及び
支給単価

手 当 名

220,055円9,242千円同

配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族
2人目以降 月額6,000円
16～22歳までの扶養親族
月額 5,000円/人 加算

扶養手当

94,973円5,224千円

持ち家2,500円
（新築・購入から５年間）

借家 家賃に応じて
限度額27,000円

異
持ち家 月額6,000円
借家 家賃に応じて

限度額27,000円
住居手当

79,440円397千円同
キロ数に応じて

2,000円～24,500円
通勤手当

344,685円8,617千円

管理又は監督の地位
にある職員の官職の
うち、規則で指定す
る官職を占める職員
に対し支給
一種

給料月額の25％
二種

給料月額の20％
三種

給料月額の16％
四種

給料月額の12％
五種

給料月額の10％
本省庁課長補佐

給料月額の8％

異

管理職＝
課長・課長補佐職

課長職 30,000円

課長補佐職 20,000円

管理職手当

荊 一般行政職の級別職員数等の状況 蛍 職員の手当の状況

（注）類似団体についての最高／最低額は平成18年４月１日現在

詣 勤務時間その他の勤務条件の状況

ここのページに掲載し切れなかっ

たその他の内容については、和寒

町のホームページに掲載しており

ますので、ご覧ください。

（注）国の制度については平成18年４月１日現在
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新
教
育
委
員
長
に
浜
田
友
子
氏

施行業者完成期限金 額施 行 内 容工 事 名場所

共 栄 建 設 ㈱竣工済4,042,500
昭和42年建設旧１種 １棟４戸
延べ面積 152.47㎡（石炭庫13.65㎡）
オープンスペース造成 544㎡

あかしや団地公住
解体他一連工事

三 笠

㈱ 山 口 電 業30114,683,000照明器具 210ヶ所特養照明器具取替工事三 笠

（単位：円）

新
教
育
委
員
長
に
浜
田
友
子
氏

和
寒
町
教
育
委
員
と
し
て
五
期
二
十
年
、
そ
の
う
ち
十
年
間
を
委
員
長
と
し

て
本
町
の
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
高
岡
晃
正
氏
は
九
月
三
十
日
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
の
委
員
長
に
は
、
浜
田
友
子
委
員
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
は
渡
辺
富

美
雄
委
員
が
十
月
一
日
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
教
育
委
員
と
し
て
福

井
教
之
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

浜田 友子 委員浜田 友子 委員長長

福井 教之 委福井 教之 委員員

渡辺富美渡辺富美雄雄 委員長職務代委員長職務代理理者者

出
席
を
さ
れ
る
新
成
人
の
方
は
十
二
月
七
日
画
ま
で

に
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
平
成
二
十
年
成
人
式
日
程
】

平
成
二
十
年
一
月
十
三
日
蚊
午
後
三
時
～（
予
定
）

《
平
成
二
十
年
成
人
式
に
該
当
す
る
新
成
人
の
方
》

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
生
か
ら
昭
和
六
十
三
年
四

月
一
日
生
ま
で
の
方

※
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
伴
い
、
一
昨
年
よ
り
教
育

委
員
会
か
ら
個
々
に
ご
案
内
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
成
人
式
に
出
席
さ
れ
る
新
成
人
の
方
か
ら
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
、
そ
の
後
、
あ
ら
た
め
て
開
催
の
ご

案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
、
ま
た
お
友
達
な
ど
と
連
絡
し
合
っ
た
り
し

て
、
ぜ
ひ
成
人
式
に
多
く
の
新
成
人
の
方
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ問い合わせ先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先
教育委員会社会教育係

電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話 333333333333333333333333222222222222222222222222－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－222222222222222222222222444444444444444444444444777777777777777777777777電話 32－2477777777777777777777777777

『リサイクル品アイディア作品『リサイクル品アイディア作品』』
『ごみ減量化・リサイクル・地球温暖化防止ポスター『ごみ減量化・リサイクル・地球温暖化防止ポスター』』
クリーンタウンわっさむでは、子どもたちにごみ減量化やリサイクル、地球温暖化問題に関心を持って

もらい、家族一緒に考えてもらうため、リサイクルアイディア作品とポスターを募集しました。役員に

よる審査の結果、次のとおり入選者が決まりました。

入賞作品決入賞作品決定定

リサイクル品アイディア作品

●低学年の部●16作品出品 ※（ ）内は作品名
最優秀賞 １年 辻 あすか（こものいれ）
優秀賞 ２年 佐藤 葉月（たまごのからのどうぶつ園）
優秀賞 ３年 佐藤 洋斗（サクラダイ）
ユーモア賞 １年 村上 伊吹（ロケットはっしゃだい）
努力賞 ３年 佐藤結之助（スペースシャトル）

●高学年の部●８作品出品 ※（ ）内は作品名
最優秀賞 ４年 高瀬 弘大 （ミニハンモック）
優秀賞 ４年 高原 栞菜 （こうこくのかご）
優秀賞 ４年 須藤 実咲 （エプロン）
ユーモア賞 ４年 西山 拓斗 （リサイクルカウベル）
努力賞 ６年 今野 僚太 （カレンダー）

ごみ減量化・リサイクル運動・地球温暖化ポスター作品

＜＜＜低学年の部＞＞＞

←最優秀賞

３年 澤渡 巧喜

優秀賞→

３年 瀬戸 詩音

＜＜＜高学年の部

←最優秀賞

６年 鈴木 結衣
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行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政区区区区区区区区区区かかかかかかかかかからららららららららら自自自自自自自自自自治治治治治治治治治治会会会会会会会会会会組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織へへへへへへへへへへのののののののののの移移移移移移移移移移行政区から自治会組織への移行行行行行行行行行行行 ～～～～～～～～～～～ ププププププププププラララララララララランンンンンンンンンンのののののののののの実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践パパパパパパパパパパーーーーーーーーーートトトトトトトトトト11111111117777777777プランの実践パート17～～～～～～～～～～～
平成20年4月の行政区から自治会組織への移行を進めておりますが、今月号では「地域

振興補助金（案）」と「地域会館取り壊し助成（案）」の考え方についてお知らせします。
なお、これら制度の内容については、今後ご意見･ご要望を伺いながら意義ある制度に
していきたいと考えております。

新新しい和寒町を創る自律・共生プラ新しい和寒町を創る自律・共生プランン

◎補助金の申請から交付の流れ
年度当初に事業計画申請書の提出をいただき、審査後に補助金の概算払いと清算払いで交付する予定

です。また、年度途中での新たな事業を計画した場合は、追加申請の受付も行います。
①申請 ⇒ 決定 ⇒ 概算払い ⇒ 実績報告 ⇒ 清算払い
②追加申請（随時） ⇒ 決定 ⇒ 実績報告 ⇒ 清算払い

◎自治会移行後は次の補助金を廃止し、その手だては地域振興補金に一元化して行います。
①公民館分館事業を奨励する「公民館分館交付金」
②分館のない市街地区の老人クラブを支援する「市街地区高齢者学習支援補助」
③分館が広域的に行う事業を支援する「生涯学習支援補助」
④単位老人クラブの活動を支援する「老人クラブ補助」
⑤単位老人クラブの備品購入を支援する「シルバークラブ物品購入補助金」
⑥街路灯の新設、維持管理を支援する「街路灯新設維持費補助金」

２．地域会館の取り壊し助成（案）について
自治会毎に１箇所を自治会館に指定していただき、その維持費の一部を自治会交付金として交付します。
今後、地域内で話し合い必要としない地域会館を取り壊す場合、負担軽減を図る目的で取り壊しに係る

費用の一部を次のとおり助成し、助成期間は平成24年度までの５年間を考えています。

③跡地の整地に要する費用②産業廃棄物処理に要する費用①施設の取り壊しに要する費用
２分の１10分の10２分の１

１．地域振興補助金（案）につい１．地域振興補助金（案）についてて
自治会内で自主的・主体的な総意と工夫により、地域の活性化や交流を図るために計画し実施する自治会内で自主的・主体的な総意と工夫により、地域の活性化や交流を図るために計画し実施する事事

業に対して１自治会に年間50万円を限度に補助する考えで、その内容は次のとおりです業に対して１自治会に年間50万円を限度に補助する考えで、その内容は次のとおりです。。

事業対象の事例補助率及び補助額対象経費対象事業内容

①地域活性化事業

花壇整備、ごみステーション整備
（看板･網設置）など

対象経費の10分の７
または15万円を限度

飲食費を除く
ア 環境美化、公園整備等に
取組む事業

地区盆踊り、夏祭り、七夕祭り、
冬祭り等のイベントなど

対象経費の２分の１
または10万円を限度

１回限りとする
（事業費の全額）

イ 住民自治会が協働で行う
交流事業（盆踊り･夏祭り
等）に取組む事業

地域交流会、料理講習、手芸教室、
高齢者･子供の交流事業など

対象経費の２分の１、
講師謝礼は10分の10

飲食費を除く
ウ 高齢者･女性･子供を対象
として取組む生涯学習支援
事業

パークゴルフ、ミニバレー等のス
ポーツ大会、しめ飾り作り、芸能
発表会など

対象経費の２分の１飲食費を除く
エ イベント（スポーツ、文
化伝承等）に取組む事業

②保健福祉活動事業

従来の活動を事業対象

会員の人数（１人当り
1,000円）または活動事業
費の２分の１のいずれか
低い額で、10万円を限度

活動事業費の全てを
対象

ア 老人クラブ活動
(事業計画･予算、事業報告
･決算書を提出、60歳以上
が対象)

健康づくりの学習会･講演会･料理
講習会など

対象経費の２分の１
講師謝礼は10分の10

飲食費を除くイ 地域保健活動

③生活安全推進事業

対象経費の10分の７新設、移設箇所を事前に
町と協議。なお新設･移
設の基準は従前のとおり

ア 街灯新設

対象経費の２分の１
イ 街灯移設、補修（電球取
替等）

④備品購入事業

対象経費の10分の７
または15万円を限度

テレビ・机・椅子・カラ
オケセット・コピー機・
厨房備品等

ア 自治会で必要とする備品
で、３年に１回を対象とす
る
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年 金 あ れ こ れ

65歳の国民年金・60歳に特別支給の老齢厚生年金の受給権が発生する方へ

事前に『裁定請求書』が送付されます
年金請求時の相談業務の平準化及び裁定事務の迅速化を図るため、次に該当するかたを対象に、社会保

険業務センターから受給権が発生する65歳・60歳に到達する３か月前に「裁定請求書」が送付されます。

又、受給資格が確認できないかたには、60歳到達する３か月前に「年金に関するお知らせ（ハガキ）」が

送付されます。

○ 老齢基礎年金の受給資格を満たしており、65歳から老齢基礎年

金、老齢厚生年金の受給権が発生するかた

○ 老齢基礎年金の受給資格を満たしており、60歳に特別支給の厚生

年金の受給権が発生するかた

○ 65歳到達者で、老齢基礎年金、老齢厚生年金の受給権が発生して

いるかた

○ 60歳から64歳の間に特別支給の老齢厚生年金の受給権が発生しているにもかかわらず、年金の請求が

されていないかた

○ 社会保険業務センターで管理している記録では、老齢基礎年金の受給資格が確認できないかた

※注 意 65歳で老齢基礎年金を受給されるかたは、誕生月に裁定請求書を戸籍年金係までご持参くださ

い。

保険料の納付を忘れずに・・・納めて安心国民年金

旭川地方法務局名寄支局における
国籍事務の取扱いが廃止になります

平成20年１月１日から旭川地方法務局名寄支局における国籍事務の取扱いが廃止されることとなりまし

た。これに伴い同日から、和寒町に住所を有する方の、下記の届出又は申請等については、旭川地方法務

局戸籍課において手続きをすることになります。

帰 化 許 可 申 請・・・外国人の方が日本国籍取得のため、法務大臣に申請するものです。

届出による国籍取得・・・国籍法に定められた外国籍の方が、届出することで日本国籍を取得するも

のです。

国 籍 離 脱・・・日本国籍とそれ以外の国籍を持つ重国籍の方が日本国籍を離脱する手続き

です。

その他国籍に関する相談・・・国籍に関するご相談をお受けします。

詳しくは、旭川地方法務局戸籍課へお尋ねください。

〒０７０－８６４５ 旭川市花咲町４丁目２２７２番地

旭川地方法務局戸籍課 0166-53-3174
電話
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給与所得者については、通常、その年の最後の給料又は賞与が支払われる

際に、所得税の精算が行われるため、大部分の方は確定申告をする必要があ

りません。この精算手続は「年末調整」と呼ばれており、この「年末調整」

により所得税が納め過ぎの場合には還付され、不足の場合には徴収される

こととなります。

「年末調整」では、次のような控除が受けられますので、必要な申告書を

勤務先へ提出して、これらの控除を正しく受けてください。

○給与の収入金額が2,000万円を超える方、給与を２か所以上から受

けている方、給与所得・退職所得以外の所得金額が20万円を超え

る方は確定申告が必要となります。

○多額の医療費を支払った方や災害や盗難にあった方は確定申告を

することによって源泉徴収された税金が還付される場合がありま

す。

前年分の所得税の確定申告に基づき計算した予定納税基準額が15万円以

上である場合に、原則その1/3相当額をそれぞれ７月(第１期分)と11月(第

２期分)に納めていただくことになっています。

予定納税が必要な方には、税務署から「予定納税額の通知書」が送付され

ています。この通知書に記載された第2期分の金額が今回納税する額です。

予定納税額及びその計算の詳細は、「予定納税額の通知書」に記載され

ています。

年末調整は『きっちり確認！』『しっかり控除！』

年末調整とは

給与所得者と確定申告

所得税の予定納税（第２期分）の納税をお忘れなく！
所得税の予定納税（第２期分）

平成19年11月１日～11月30日納期

（注）土・日・祝日は、金融機関及び税務署の窓口での納付はできませんので、ご注意ください。

予定納税とは

納税する額

詳しい内容については最寄りの税務署におたずねください。
また、国税庁ホームページでもご確認ください。

― 税に関する情報は国税庁ホームページへ http://www.nta.go.jp －
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介護が必要
な期間

自立した生活が
営める期間

平均寿命↑健康寿命↑
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安
全
の

励
行
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
参
加
者
が
思
い
思
い

の
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
男
子
の
部

　
　
優
　
勝
　
米
　
澤
　
敏
　
雄

　
　
準
優
勝
　
田
　
嶋
　
　
　
薫

　
　
一
　
位
　
小
　
島
　
昭
　
雄

　
　
二
　
位
　
中
　
村
　
　
　
斉

　
　
三
　
位
　
二
階
堂
　
辰
　
雄

◎
女
子
の
部

　
　
優
　
勝
　
山
　
本
　
敏
　
子

　
　
準
優
勝
　
岩
　
端
　
茂
　
子

　
　
一
　
位
　
渡
　
辺
　
多
加
子

　
　
二
　
位
　
犬
　
養
　
サ
ヨ
子

　
　
三
　
位
　
柳
　
谷
　
知
　
子

●
落
と
し
物
の
取
扱
制
度
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
～
十
二
月
十
日
か
ら
変
更
～

○
落
と
し
物
・
忘
れ
物
の
保
管
期
間
が

六
カ
月
か
ら
三
カ
月
に
短
縮
さ
れ
ま

す
。

○
落
と
し
物
等
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

○
携
帯
電
話
や
カ
ー
ド
類
な
ど
個
人
情

報
が
入
っ
た
物
は
、
拾
っ
た
人
が
所

有
権
を
取
得
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
傘
や
衣
類
な
ど
大
量
・
安
価
な
物

は
、
二
週
間
以
内
に
落
と
し
主
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
は
売
却
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

　

例
年
こ
の
時
期
は
、
路
面
の
乾
燥
か

ら
凍
結
へ
の
急
激
な
変
化
に
気
づ
か

ず
、
急
ブ
レ
ー
キ
・
急
ハ
ン
ド
ル
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
事
故
防
止
の

た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
早
め
に
冬
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。

○
速
度
を
控
え
て
路
面
状
況
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
冬
道
で
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は

厳
禁
で
す
。
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

○
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
カ
ー
ブ
手
前
で
は
必
ず

減
速
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
歩
行
者

が
見
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

　
あ
の
一
瞬
を

　
　
　
忘
れ
る
な

士
別
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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図書館のホームページは　http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/　アクセスしてみてね!!

新

着

本

の

ご

案

内
闇（
香
納
諒
一
）▼
ア
・
ソ
ン
グ
・

フ
ォ
ー
・
ユ
ー（
柴
田
よ
し
き
）▼

復
活
の
条
件（
森
村
誠
一
）▼
ア

イ
ロ
ン
と
朝
の
詩
人（
堀
江
敏

幸
）▼
女
王
国
の
城（
有
栖
川
有

栖
）▼
夕
映
え（
宇
江
佐
真
理
）▼

三
面
記
事
小
説（
角
田
光
代
）▼

月
明
か
り（
北
原
亞
以
子
）▼
悪

果（
黒
川
博
行
）▼
警
官
の
血
　

上
・
下
巻（
佐
々
木
譲
）▼
二
荒

（
立
松
和
平
）▼
つ
く
も
が
み
貸

し
ま
す（
畠
中
恵
）▼
ま
ぼ
ろ
し

ハ
ワ
イ（
よ
し
も
と
ば
な
な
）

〔
児
　
童
　
書
〕

▼
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し

て（
軽
部
武
宏
）▼
お
ひ
さ
ま
い

ろ
の
き
も
の（
広
野
多
珂
子
）▼

パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん
　
う
ん

と
ね（
長
谷
川
義
史
）

〔
寄
贈
の
お
礼
〕

太
田
　
　
実
　
様
　（
日
ノ
出
）

伊
藤
　
徹
秀
　
様
　（
札
幌
市
）

〔
一
　
　般
　　
書
〕

▼
七
里
湖（
大
庭
み
な
子
）▼
予

定
日
は
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ（
角
田

光
代
）▼
花
水
木（
今
野
敏
）▼
こ

の
人
と
結
婚
す
る
か
も（
中
島
た

い
子
）▼
あ
な
た
が
こ
こ
に
い
て

欲
し
い（
中
村
航
）▼
世
界
の
涯

ま
で
犬
た
ち
と（
ア
ー
サ
ー
・
ブ

ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
）▼
ユ
ミ
リ
ー

の
キ
ッ
チ
ン
風
水
　
幸
せ
を
運

ぶ（
直
居
由
美
里
）▼
交
渉
人
遠

野
麻
衣
子
・
最
後
の
事
件（
五
十

嵐
貴
久
）▼
追
伸（
真
保
裕
一
）▼

ダ
イ
ヤ
ル
Ａ
を
回
せ（
ジ
ャ
ッ
ク

・
リ
ッ
チ
ー
）▼
秘
め
ら
れ
た
貌

（
ロ
バ
ー
ト
･
Ｂ
、パ
ー
カ
ー
）▼

歪
ん
だ
顔（
西
村
京
太
郎
）▼
夜

叉
桜（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）▼
十
七

歳（
岩
井
志
麻
子
））▼
借
金
取
り

の
王
子（
垣
根
涼
介
）▼
第
四
の

―話　題　の　本―

『いつか陽のあたる場所で』
（乃南アサ/著）

ご近所の噂話にビクリとし、警察の
姿を見てはドキリとする。

ワケあって下町は谷中で新生活を始
めた芭子と綾香。２人にふりかかる
霧はいつの日か晴れるのだろうか。

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
共
働
き
家
庭
で
は
、
親
が
働

き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と
子

ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
子
を
思
い
、
よ
り
良
い
将
来
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
親
の
姿
は
、
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た

ち
の
心
に
響
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
な
ど
は
、
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
、
親
類
や
友
人
の
協
力
を
得
た
り
、

地
域
の
相
談
窓
口
や
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
や
子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
、
子
育
て
を
応
援
・

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
前
向
き
に
子
育
て
を
し
よ
う

【
文
部
科
学
省　

家
庭
教
育
手
帳
・

高
学
年
・
中
学
生
編
〜
抜
粋
】

こ
れ
か
ら
の

家
庭
教
育

　前
向
き
な
親
の
姿
は
、

き
っ
と
子
ど
も
に
届
い
て
い
る
。　

繋

蛍

茎

計

罫罫

罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

図
書
館
講
演
会

『
教
え
ま
す
　
電
気
代
を
半
分
に
す
る
方
法

～
節
約
生
活
の
裏
技
で
地
球
に
優
し
い
生
活
を
～
』

　

十
月
六
日
、
図
書
館
と
北
原
交
流
館
で
開
催
中

の
原
画
展
（
九
月
二
十
六
日
〜
十
月
十
七
日
）
に

合
わ
せ
て
、
北
原
出
身
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
絵
本

も
手
が
け
ら
れ
て
い
る
浅
野
政
枝
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
環
境
問
題
に
関
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ご
自
身
の
少
女
時
代
の
電
気
の
な
い
暮
ら
し
の

お
話
か
ら
始
ま
り
、
和
寒
開
拓
時
代
を
知
る
方
々

は
懐
か
し
そ
う
に
う
な
づ
き
、
昔
に
思
い
を
は
せ

て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

現
代
の
便
利
な
生
活
の
落
と
し
穴
や
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
な
ど
に
話
し
は

展
開
し
、
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
す
良
い
き
っ
か
け

と
な
る
講
演
で
し
た
。

☆毎週土曜日

14：00～

おはなしかい開催

【資　格】18歳以上27歳未満の男子
【給　与】157,500円

（高校新卒初任給）
【待　遇】ボーナス：約70万円

（年4.46カ月）
　　　　　食費・住居費（無料）
【試験日】12月２日蚊または３日俄の

いずれか１日
【締　切】11月28日我

お電話お待ちしていまお電話お待ちしていますす
◇自衛隊旭川地方協力本部 名寄出張所
　℡０１６５４―２－３９２１
※志願受付票は、和寒町役場総務課に
も用意してあります。

任期制自衛官募集

館

書書

図

い

ここ

ううう

へへへへへへ★★

！！
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　９月30日、ヨミガタリストとして活躍中の“まっつ”
こと松本直人さんをお迎えして開催された“読み語りラ
イブ”には、子どもからお年寄りまで57名の方が参加さ
れました。書かれた世界を「声」と「身体」と「表情」
で伝えるというヨミガタリスト。その言葉の通り、まっ
つさんの全身を使った迫力ある朗読パフォーマンスに会

場のお客さんも思わ
ず引き込まれてしま
ったようです。言葉
と表現のおもしろさ
を満喫した１時間と
なりました。

　10月７日（日）、秋晴れの中で開催された「第10回パ
ンプキンフェスティバル」。今年も恵み野ホール周辺を
会場に、ジャンボ南瓜重量当てクイズやカボチャつかみ
どりなど、楽しいイベントが行われていました。
　また、南瓜汁や塩狩峠そばの試食コーナーは長蛇の列
ができており、訪れていたお客さんは秋の味覚を存分に
満喫していた様子でし
た。
　また、午後からは恒
例の「南瓜みこし」も
登場して、大いに盛り
上がり、『かぼちゃ一
色』に染まった一日と
なりました。

煙
煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

　９月30日（日）総合体育館及び総合運動広場周辺で、第12回スポーツチャレンジデー兼第36回町民ロードレ
ース大会が開催されました。総合体育館内ではスポーツ吹き矢やカローリングなど日頃体験できない種目を
多くの方が楽しまれ、また秋晴れの中ロードレースの参加者はさわやかな汗を流しました。片栗庵で行われ
たお茶会では和やかにお茶と和菓子を美味しそうにいただいていました。

ロードレース大会の成績は右表のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

３　　位２　　位１　　位

村岡　裕一山石　和子澤渡　千修
親 子 ペ ア

村岡　来玖山石　大介澤渡　史貴

兼丸　拳哉郷　　佳玖十川　涼矢男子
小学1・2年組

辻　あすか佐藤　　華高原　未来女子

五十嵐一真佐伯　朋哉澤渡　巧喜男子
小学3・4年組

南　　香那山石沙也加金谷　羽純女子

袰田　晃司金谷　光真村岡　快斗男子
小学5・6年組

高原恵梨子女子

内田　伸明男子
中 　学 　生

山口　清美女子

鬼頭　　智男子
高校・一般

女子

北部航空音楽隊演奏会

日時　平成19年11月16日（金）

　　　午後6時開場　午後6時30分開演

場所　美深町文化会館ＣＯＭ１００文化ホール

内容　北部航空自衛隊の主な演奏活動範囲は、東北

地方及び北海道全域を担当しており、地域を

代表する吹奏楽団として皆さまに親しまれて

います。音楽隊の生の演奏をお楽しみくださ

い。

　　　入場無料、但し入場整理券が必要です。

【問い合わせ先】

　　　　　美深町文化会館ＣＯＭ１００

（01656－2－1744）　　　

中川町教育講演会

『子どものうちから生活習慣病予防』

講師：旭川医科大学衛生学

　　　教授　吉　田　　貴　彦 氏

日時　平成19年11月20日（火）

　　　午後6時30分開場　午後7時開演

場所　中川町山村開発センター集会室

【問い合わせ先】

中川町地域子供会育成協議会

（中川町教育委員会内　01656－7－2877）

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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【みんな協力してボランティ活動】
　和寒町小中連携スクールボランティ
アが10月２日（火）に行われました。
この活動は今年初めての試みで、和寒
小の３年生以上と和寒中全生徒213名
が力を合わせて、町内の公共施設など
の清掃やお年寄りとの交流を深めてい
ました。協力し合って、一つのことを
成し遂げる喜びと大切をこの活動を通
して実感していた様子でした。

～地域の話題をお届けします～

【火の用心】
　９月28日（金）に、保育所年長児童39名が消防署を
訪れ『防火の集い』が行われました。消防車や救急車に
乗ったり大きな消防服を着てポーズを決めたりして、は
しゃいでいました。
　その後、図書館において防火のビデオ
を見た後、おそろいの防火はっぴを着
て、役場庁舎と保健福祉センターを訪れ
て、防火啓発パンフレットを職員に手渡
していました。

【町民植樹祭】
　９月29日に東和で町民植樹祭が行われました。当日は、
大人から子供まで約70名の参加があり秋空のもとアカエゾ
マツ300本を植樹しました。今後もわたしたちの貴重な財産
である森林と環境を大切に育みましょう。

【リサイクルまつり】
　クリーンタウンわっさむ主催による
「リサイクルまつり」が10月14日
（日）リサイクルセンターで行われま
した。遊休品の引渡しや和寒婦人会、
一般町民によるフリーマーケット、エ
コロジー商品が当たる抽選会などに、
約220名の町民が集まり、リサイクル
や、ごみ減量化に対する意識の高まり
をみせていました。

【色づく秋に
素敵なハーモニーを】

　10月13日(土)恵み野ホールにて、コ
ンサート「北海道フォーク大全集－絆
－」が行われました。
　今回の公演は、芸術文化鑑賞の一環
として行われたもので、ラジオでおな
じみのすずき一平さんをはじめ７名の
アーティストが、往年の名曲からそれ
ぞれ「絆」をテーマにした新曲まで３
時間の長時間にわたり美声を披露して
いただきました。
　アンコールでは、全員が「見上げて
ごらん夜の星を」を350名あまりの来
場者とともに歌いました。

【若者にまなぶ生きがいのあり方】
　10月10日(水）４町高齢者大学交流研修会が行われました。和寒町の三笠山大
学をはじめ、剣淵町・下川町・名寄市風連町の各高齢者大学が一堂に会し年1回
研修会を行うもので、今年は恵み野ホールで開催されました。午後から行われた
パネルディスカッションでは、各町を代表して西和在住の小田島尚人さん他３名
のパネリストたちがそれぞれ若いながら活躍している分野について述べ、将来の
展望についても語り合いました。　集まった約200名の参加者は、普段聞くこと
のあまりない若者の生きがいに刺激をうけていました。
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行事日程は、変更になる場合がありますので、お確かめ
のうえご利用ください。
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11月

ホームページアドレス　http://www.town.wassamu.hokkaido.jp　    Ｅメールアドレス　info@town.wassamu.hokkaido.jp

おはなし会（14：00～図書館）10（土）

第45回町民文化祭芸能発表会
（13：00～恵み野ホール）11（日）

12（月）
がん検診ツアー
心配ごと相談（13：00～保健福祉センター）
クリスマスリース作り（15：00～三笠児童館）

13（火）

三笠山大学（10:00～恵み野ホール）
クリスマスリース作り（15：00～三笠児童館）14（水）
おやこっこ教室（10:00～　三笠児童館）
予防接種（三種混合・ＢＣＧ）

（15:00～ 保健福祉センター）
15（木）

幼児歯科検診（13:00～ 保健福祉センター）
絵本の読み語り（15：00～三笠児童館）16（金）

おはなし会（14:00～図書館）17（土）

道民家庭の日18（日）

19（月）

折り紙で遊ぼう（15：00～三笠児童館）20（火）
年末調整等説明会

（受付13：30～　町民センター大集会室）
男の栄養教室（９:30～　保健福祉センター）

21（水）

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
予防接種（三種混合・麻風混合）

（15:00～ 保健福祉センター）
和寒町体育協会表彰式（18:00～恵み野ホール）　

22（木）

23（金）

おはなし会（14：00～図書館）24（土）

25（日）

11月30日（金）は町道民税・国民健康保険税・固定資産税（第３期分）の納期限です。

忘れずに納めましょう！
ご不明な点がございましたら、住民課税務係までお問い合わせください.

縄跳び記録会（15：00～三笠児童館）26（月）

転倒予防教室（９:30～ 保健福祉センター）
折り紙で遊ぼう（15：00～三笠児童館）27（火）

28（水）

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
辛島美登里トーク＆ライブ

（開場18：00　開演18：30　恵み野ホール）
29（木）

離乳食教室（９：45～ 保健福祉センター）
絵本の読み語り（15：00～三笠児童館）
図書館整理日（休館）

30（金）

 12　月

おはなし会（14:00～図書館）１（土）

２（日）

３（月）

折り紙で遊ぼう（15：00～三笠児童館）４（火）

糖尿病教室（９:30～ 保健福祉センター）５（水）

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）６（木）

絵本の読み語り（15：00～三笠児童館）７（金）

もちつき大会（13：00～三笠児童館）
おはなし会（14：00～図書館）８（土）

９（日）

がん検診ツアー
乳児健診（13:00～14:30 保健福祉センター）
年賀状作り（15：00～三笠児童館）

10（月）




